
太 田 橋 
所在地：岐阜県美濃加茂市御門町   竣工年：大正１５年   管理者：美濃加茂市 
 

選定理由：中山道の難所の一つである木曽川太田の渡し跡に架けられた単純ワー
レントラス鋼橋で、地域の発展を語るのに欠くことのできない存在である。 
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竣工図 

太田橋は、中山道太田宿と御嵩宿をつなぐ難所のひとつに数えられていた木曽

川太田の渡し跡に、大正１５年に国の大動脈のひとつである直轄国道２１号の

太田橋として架けられ、その後国道２４８号として岐阜県に管理が移り、平成

２１年４月から市道御門今渡線として美濃加茂市が管理をしています。 
太田橋は、３径間の橋長２１８ｍ、幅員６．４ｍの下路単純ワーレントラスの
鋼橋で、地域の発展と交通の要衝として大変重要な役割を担ってきました。 
しかし、交通量の増大と老朽化に伴い、上流側に新太田橋が架設され、主役の
座を明け渡した後も、補修を繰り返しながら今尚現役で活躍しており、水面に
美しい姿を映しています。 


